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Abstract：The underlying factor for “human education” should be considered by examining its 
implement in classrooms, and explaining its obstacle in schools at all three levels from the standpoint 
of children and society. In addition, it is interpreted as requiring the methods to introduce “human 
education” into schools. Then, this paper focuses on what “human education” should be in future school 
education, referring to democratic education after the war. For that, I used specific examples from social 
background and educational tasks around children, the development of children’s abilities to adapt 
society, child care and education.
Keyword：Humanistic education,  School education,  Children,  Social background,  Educational tasks
ている根源を学校教育全般の視点とそこで学ぶ子ども
の視点から振り返ってみることにした。






















子どもたち全体の 14・3％に達し , 先進国 26 カ国中 ,10
番目に子どもの貧困率の高い国になっています。」と述
べている。（下線部は筆者が）





































最近では , やたら柔道界の不祥事が目につくが , そのな
問題 , 教師側の体罰・不祥事（セクハラ・盗撮・飲酒運








　そこで本稿は , 戦後の民主主義教育を総括しながら ,
次世代の学校教育の場における『人間教育』のありよ



















　日頃 , 教育問題 , 特に子供たちと接する機会の多い仕









れば ,00 年の時点で , 貧困状況にある日本の子どもは ,
27
生のころには , 夏休みの宿題にカブトガニの生態を調べ




　決して , 我々大人として漢字が読めるとか , 計算がで







　ここで , 将来教育に携わる学生 , 現在教職についてい
る教員に是非とも考えてほしいことがある。それは我々









　だからこそ , 今回のように “ いじめ ” が全国的に発生




















ことから , スポーツ選手は , スポーツで学んだルールや
モラルを自分の人生にしっかりと生かしてほしい。
　しかし , 日本社会の現状を眺めてみると , そこではさ
まざまな問題が生じており , それらにより教育現場では
ますます一種の閉塞感がただよっている。
　しかし , 将来教育に携わる者が , このまま何も行動を
起こさないで , 単に教員免許や保育士などの資格を取得
するだけでよいのだろうか。今一度 , 周囲の状況に目を


















　当時の筆者は , 中学校の教員 , 妻は幼稚園の教員とし















　子ども社会では “ 新しい荒れによる校内暴力 ”,“ 増え









子どもが , 些細なことに「ムカツキ」, 瞬間的に「キレる」
ようになってしまって , 最終的には暴力行為に及ぶので
ある。この場面における怒りや暴力行為は , 格別目新し














の中で ,「それが , 生活様式の急激な変化によって , 自
己形成やコミュニケーションを支える生活上の「型」
が失われた。思想・規範においても , 儒教的な道徳が否
定され , 禅的な心構えがすたれ , それにかわるだけのも
のがないままに過ごしてきたツケが回っている。これ

























　二つ目は , 父親が子育てに参加することが , 恥ずかし
ことだと認識している古い考え方や見方を変えること
である。そして , 子育てが父親として大切な仕事であり ,
自分の生きがいになるところまでに高める必要がある。















































の児童虐待は , 過去最多の約 34450 件に上った。前述
の児童虐待防止法も 2006（平成 17）年 10 月に一部
改正されたが , 立ち入りを拒否された場合などに警察官
の強制立ち入りを認めることは見送られた。


















　いじめについては ,“ 昔からあったとか ”,“ どこにでも
ある ” といわれてきたいじめのように , 例えば軽い意地
悪をするとか , 相手の嫌がることを言ったりすることが
あったが , それらはあながちウソではない。しかし , 最
近のいじめをみていると暴行・恐喝・万引き教唆など ,
残虐な行為であると認識せざるを得ない。言い換えれ





　最近 , 新自由主義経済の影響からか , 保護者の学校に
対する発言権や発言力が大きくなり , 特にあげておきた






　また , 給食費や学校諸費（PTA 会費・補助教材費など）
を滞納する保護者も急増している。この問題も ,“ 自己









　日本の社会が , 都市化 , 核家族化の進展に伴い家庭そ
のものが孤立化しており , また家庭や地域における子育
30
　具体的には , 学校におけるいじめ , 不登校のほか , 子
どもが犠牲となり , また加害者となるようなことがあっ
てはならない悲惨な事件が起きている。子どもたちの







て , 自ら未開の科学技術分野に挑戦し , 創造性を最大限
に発揮し , 未来を切り拓いていかなければならない時期
に差し掛かっている。
　とりわけ , 天然資源に乏しく , 人口の急速な高齢化を
迎えようとしている我が国が , 経済の自由化・国際化に
伴う経済競争の激化とあいまって直面することが懸念
されており , 産業の空洞化 , 社会の活力の喪失 , 生活水
準の低下といった事態を回避し , 明るい未来を切り拓い
ていくためには , 独創的 , 先端的な科学技術を開発し ,
これらによって新産業を創出することが不可欠である。
　また , 環境問題 , 食糧・エネルギー問題など人類の将
来に立ちはだかる諸問題の解決に対し科学技術への期
待は大きく , この面での我が国の貢献が強く求められて
いる。さらに , 科学技術は , 我々の自然観や社会観を大
きく変え , 新しい文化の創生を促すという側面を有する
ため , これを人間の生活 , 社会及び自然との関わり合い




が減ると同時に , 平均寿命の伸びが原因で , 人口全体に
占める子どもの割合が減り ,65 歳以上の高齢者の割合
が高まることをいい , それらは先進諸国共通の現象であ
る。また , 少子高齢化が経済に及ぼす影響として , 生産









































　科学技術の進歩 , 情報化 , 国際化 , 少子高齢化 , 核家
　族化 , 価値観の多様化 , 社会全体の規範意識の低下
　これまでに , 科学技術の進歩 , 情報化 , 国際化 , 少子





























に , 何故 , このように恵まれた家庭の子どもが自分の親
を殺すに至ったのか , これが今頃の子どもは何を考えて
いるのか分からないという , 何かが変わり始めた時期で



































放置自転車 , タバコのポイ捨て , 電車の中での携帯電話






　規範というものは , その人が育ってきた環境 , 親から
のしつけなどから , 人によってさまざまである。小さい
ころは親の模倣から始まり , 年齢を重ねるに伴い , 周囲
の大人や友達の言動から自分で判断し , 規範を身に付け
















　このような時代や社会において , 時にたくましく , 時
に傷つきながら乳幼児・児童・生徒は生きている。「保育・
教育」は , こうした子どもたちに何ができ , 何ができな
いのか ,「保育・教育」という営みそのものを真摯に問








　したがって , 次世代の「人間教育」は , 既存の保育学・
教育学はもちろんのこと , 社会学 , 心理学 , 医学 , 生物学 ,
生理学 , 栄養学 , 食物学など社会科学と自然科学など総
合的な学問の視点が必要となる。学習する内容におい














　その後は ,1879（明治 12）年の文部省布達７号 ,1891




22）年の学校教育法第 77 条「幼稚園は , 幼児を保育し ,
適当な環境を与えて , その心身の発達を助長することを
脇厚司は著書『こどもの社会力』で「今の子どもたち










































　明治期になると , 学制に代わって 1879（明治 12）年
「教育令」という法律が出され ,1890（明治 23）年には ,
いわゆる「教育勅語」が発布され , 教育という言葉は広
く普及していくことになるが , ここで , 教育という訳語
の語源である education という語を考察してみよう。手
始めに , 英語の education を手元にある『オックスフォー
ド現代英英辞典』（第７版）をひいてみると , 次のよう
な記述を見出すことができる。






語の説明として過不足はない。知識を伝達し , 教授し ,
訓練させることが教育なのである。
　ところで ,education と言う言葉は , もともと「養う・
育てる・大きくする」という意味を表すラテン語の
educare という言葉に由来する。つまり植物を栽培し ,











察から , 教育の原初的な意味として , 次のような定義が
できるであろう。つまりそれは , この世に生まれてきた
新生児としての子どもを身体的に , また精神的に世話を
し , その発育を助けるということ , また子どもの資質や
可能性を引出し , 発揮させるということである。
　そこで「教育学」について ,『現代教育用語辞典』（北

























めに , 心身両面にわたって , 意図的に働きかけること。
知識の啓発 , 技能の教授 , 人間性の涵養などを図り , そ
の人の持つ能力を伸ばそうと試みること』とある。そ
して二つ目の意味として ,「学校教育によって身に付け
た成果』というのがあり , 教育の類義語として , 訓育 ,
薫育 , 教化 , 教授などがあげられている。
　以上 , 二つの説明から , 教育とは , 辞書的な意味では
「第三者が , ある人物に対して成長過程で意図的・計画
的・組織的に , 知識を与え , 技能を教え , 人間としてあ
るべき姿へ形成していこうとする一連の活動」（＝『人
間教育』）と解釈できる。
　ところで , この教育という言葉は , いかなる時代から
使用されたのか。またどのような語源を持つ言葉なの
か。教育という言葉の出典は , 孟子の「得天下英才 , 而
教育之」（天下の英才を得て , これを教育する）にある。






























































21 世紀は「脳の時代」と言われ , 前述の書物の表紙に


















のかと言えば , 教育界には教育学単独だけで , 今日カ
バーできない新しい問題が次から次へと出ている。こ
こ 10 年余りだけ考えても , 非常な激しさで出てきてい
る。従って , 教育学単独のみではなく学問の横の交流や
接触なしでは , 到底新しい問題については取り組めない
と思う。
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